<第4編 ジャワ島>【事例16】White / Yogyakarta / Kali Loro村 by 五十嵐, 忠孝


























2.対 象 の 概 要
地 域 の 概 況
KaliLoro村 は 、Yogyakarta特別 区 、KulonProgo県の 北 部 、Yogyakarta市
の 北 西35㌔ ㍍ に 所 在 す る 。 こ の 村 は26の 集 落(dukuh)に分 か れ 、1971年 に お け
る総 人 口 は 、8,530人で あ っ た 。
対 象 集 団 の 概 要
世 帯 調 査 は6っ の 集 落 よ り478世帯 、2,197人を 、 出 生 力 調 査 は6つ の 集 落 よ り
100人の 既 婚 婦 人 を 、 労 働 投 入 調 査 は 少 な く と も6-19歳の1人 の 子 が い る20世
帯 を 、 そ れ ぞ れ 調 査 対 象 と し た。
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3.調 査 項 目 と 方 法
調査方法
6日 ごとに訪 問 、 これ を1年 続 けた。 世帯 メンバ ー1人 ひ と りにつ き、過去
24時間の仕事 と食物 消費、過去6日 間の収入 と支出な どについて質問。
調査項 目
年齢別 に見た子供 の労働 投入/男 子 と女子の比較/兄 弟姉妹 の多 さの影響/子
供 の労働投入量 と経 済状態/老 後 における生活保証 としての子供 の価値
4.主 た る 結 論
年齢別 に見た子供の労働投入
年齢 が上が る ごとに労働投入 量は増加 し、15-19歳層 の男子は1日 当た り平均
7.9時間、女子は10.2時間である。12-14歳層 の女子 の労働投入量は、15歳以 上
の男子のそれ とほぼ同 じである。
男子 と女 子の 比較
ほ とん どの年齢層で女子 は男子 よりよく働 く。 女子 は家事を行 な うこ と、男子
は女子に比 しよ り熱心 に通学す るためである。
兄弟姉妹の多 さの影 響
兄弟姉妹 の少 ない 子供 が兄弟 姉妹 の多 い子供 に比 しよ り多 く働 くか とい え ば、
その よ うな傾 向が ある とはいえない。む しろ逆 の傾 向が見 られ た。 これ を説明
す るのは難 しいが、(D兄姉 について働 くことが期待 され る、(2)兄姉 は弟妹 に
仕事 を任せ る、が理 由 となるか も知れ ない。
子供の 労働投入量 と経 済状態
子供 の総 労働投入 量 と収入一支出バ ランス(収入か ら食物支 出を差 し引いた値)
との間 には、有意 な順位相関係数が見 られた。 これは、子供 の総労働投入量 が
大 きな世帯 ほ ど経済状態 がよい ことを示唆す る。一般 に考 え られてい るの とは
逆 に、現金収入 に結 び付 くさま ざまな就労機 会(その多 くは稲作 に比 し見返 り
は小 さい が)が豊富に ある(実際、水田耕作お よび畑地耕 作の従 事時 間は、男の
場合 は全生産労働 の37%、女の場合 は22%を占めるに過 ぎない)ので、世 帯規
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模 が大 きい ほ ど(二子供 の数 が多い ほど)、当該世帯 は多 くの就労機会 を捕 らえ
ることができる。
老 後における生活 保証と しての 子供の価値
121人の 老人(単身者 ない し夫 婦)の生存 してい る子 供 は、 平均4人 で あ るが、
うち1.5人は村外 にいるので、残 り2.5人に依存 しなければな らない。 うち88の
ケー スは子 と同居 している。一般 に親 は 自身 の子(養子 を含 め)を頼 る傾 向が強
い ので 、子が ない か子の少 ない夫婦は養 子 をとる ことに きわ めて熱 心で あ る。
18ケー ス(うち13ケー スは老夫婦 、5ケ ースは老婆)は、子 とも孫 とも同居 して
い ないが、多 くの場合、近隣に既婚 の子がいる。
5.コ メ ン ト
ジ ャ ワ島で行 われた 時間配分(time　allocation)研究 として、 もつ とも詳細 な
もの。　 【事例15】 と同一時期、同一調査地で行 われ てお り、相互補完的 な調
査研 究 とみるこ とがで きる。
　　　　 　　　　 　　　 　　　　 　　　 　　　　 　　　 　　 (五十嵐忠孝記)
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